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5 月 23 日(火)・24 日（水）に１年
生は榛名高原学校に行ってきました。

朝からあいにくの雨でしたが、ネイ

チャーガイドさんの「少しでも自然

観察をさせてあげたい。」という思

いもあり、カッパを着ての湖畔散策

を行いました。昼食はバスの中で取

り、その後「榛名高原学校」で入校

式をしました。午後の予定を変更し、

入校式後に入浴時間を設定し、散策

後の冷えた体を温めました。雨は小

降りになってきましたが、体調面を

考慮し、午後は食堂で「平成狸合戦ぽ

んぽこ」の視聴を楽しみました。その

後、協力して夕食準備・夕食を済ませ、

夜はキャンプファイヤーを楽しみまし

た。ソーラン＆フォークダンス＆ソー

ランアゲインと大盛り上がりでした。

キャンプファイヤー係の生徒の進行も

上手で、素晴らしい夜になりました。

２日目は天候にも恵まれ、待望

のカッター訓練を行いました。

大自然の中で、仲間ともに過ご

した２日間は、一生の思い出に

なるとともに、これからの学校

生活に生かされることでしょう。

６月６日から３年生は大阪・

京都への修学旅行に出かけます。

１年生と同じように感染対策を

徹底して、無事に行ってまいり

ます。
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榛名湖畔の自然観察

キャンプファイアーの様子

カッター訓練の様子



5 月 26 日(金)６校時に、ＪＲＣ登録式が行われました。今年は、オンライン形
式で、音楽室で行われた式の様子を、各教室の大型ディスプレイで参観する方法を

とりました。ＪＲＣ委員の「わたくしは、青少年赤十字の一員として、心身を強健に

し、人のためと郷土社会のため、国家と世界のため

につくすことを誓います。」という「ちかい」の言葉

を各教室で復唱する形で唱和しました。

ＪＲＣ委員さんより、青少年赤十字のことや「気

づき、考え、実行する」という態度目標についての

説明を受けました。また、世界の平和と人類の福祉

に貢献できるよう、日常生活の中での実践活動とし

ての赤い羽根募金、書き損じはがきの回収、校内美

化などのＪＲＣ活動についての説明もありました。

ＪＲＣ委員さんのしっかりとした説明を

生徒たちは受けとめてくれた様子です。

木崎中学校で日常的に実践している「凡

事徹底」とＪＲＣの態度目標の「気づき、

考え、実行する」どちらも大切にしてい

ってほしいと願っています。

引き続き同様の形式で「生徒総会」が

行われました。今年度の生徒総会もペー

パーレスでスクリーンに議案を映す形式

で行われました。全ての議事は可決され、

令和５年度の生徒会活動が完全始動しま

す。

5 月 25 日(木)の３校時に、２年生を対象に「木
崎中 夢プロジェクト」のオリエンテーション

を行いました。夢プロジェクトのねらいや計画

についての説明の後、「職業の３要素」や、「キ

ャリア形成の概念」、「現在の職業と変わってい

く職業」について説明をしました。子供たちも

興味を持って話を聞いてくれたと思います。秋

の「座談会」に向けて、様々な職種の講師の方

を探していこうと思います。

5 月 13 日(土)、14 日(日）の２日間にわたり、「大泉町文化むら」大ホールにおい
て、「東部地区ソロコンテスト」が行われ、木崎中からも３名の生徒が参加し、素

晴らしい演奏を披露してくれました。
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